
休日確保の考え方について
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休日確保の考え方について、受注者が実施すること、発
注者が実施することがうまく整理されていない。また、週
休２日を支援するための制度についても、説明なしに「休
日確保評価型試行工事」などが出てくるので分かりにく
い。

受発注者が実施していること、それを支援するための制
度についてそれぞれ切り分けて書くべき。

第２回検討会及びWGでの意見

多くの受注者が週休２日の取組を行っているが、工事の性質
上、週休２日が確保できない工事も存在するため、その場合
は振替や交替勤務制により休日を確保している旨記載。

発注者は土日祝日や夏期休暇、年末年始等を休日として、さ
らに個別の事情による不稼働日を考慮して工期を設定してい
る旨を記載。

受注者が安心して週休２日等を実施出来るようにするため、
発注者が講じる措置を記載。

発注者が講じる措置については、労務費等の率の増加や、
成績評定での加点等、具体的な内容を記載。さらに、それら
の取組について、国が発注する港湾・空港工事においてどの
ような形で行われているかについて、資料編で詳細を記載。

（P16L5～P17L11）

ガイドライン案の記載方針

【資料２】



休日確保の考え方について

労働基準法に適合するよう労務管理を実施
1日8時間、１週40時間の法定労働時間
法定休日を毎週少なくとも1回又は４週を通じ4日確保

休日確保の方法として、土日を閉所する週休2日を目指す。

受注者の取組

土曜日、日曜日、祝休日、夏期休暇及び年末年始を休日とし
て工期を設定する。
（土日を閉所する週休2日を前提とした工期設定）

発注者の取組

原則的な考え方

作業船や潜水士による作業を伴うため、曜日を問わず気象・海象条件が良好なときにしか安全に作業を行うことができない海上工事

一定の期間において連続して作業する必要がある工事（ケーソンの進水据付工におけるケーソン浮上、据付、中詰材投入までの一連
の作業や、コンクリート舗装工における養生期間等）

他の利用者との調整を伴う供用中の岸壁の改良工事（コンテナヤードの耐震化等）

社会的要請により供用開始時期が限定されるなど工期の制約が厳しい工事

土日を閉所する週休２日の確保が困難な工事

工事の特性や状況に合わせて
週休日に相当する日数を当月内
に振り替えて閉所する「４週８閉
所」を実施

交代勤務制等の実施を通じた建
設工事従事者一人ひとりの週休
２日（４週８休）を実施

受注者の取組

受注者が安心して休日を確保できるよう、工事の特性を踏まえて以下の措置を講じる。

ア 週休２日や４週８閉所を達成した工事について、労務費や機械経費、共通仮設費率、
現場管理費率の増加や、成績評定での加点等の措置を講じる。

イ 荒天により当初想定していた施工に必要な期間が確保できなくなった場合でも、休日
が確保できるよう休止に伴って生じる経費を精算するなどの措置を講じる。

ウ 社会的要請により供用開始時期が限定されるなど工期の制約が厳しい工事につい
て、工期を延長せずに休日を確保するため、交代勤務制等の実施を通じた建設工事従
事者一人ひとりの週休２日（４週８休）を実施した場合、週休２日や４週８閉所を実施し
た場合と同様の経費や成績評定を行う等の措置を講じる。

発注者の取組
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休日確保の考え方について

国発注の港湾・空港工事において実施している発注者が実施する休日確保のための施策

ア 週休２日や４週８閉所を達成した工事について、労務費や
機械経費、共通仮設費率、現場管理費率の増加や、成績評
定での加点等の措置を講じる。
⇒休日確保評価型試行工事

イ 荒天により当初想定していた施工に必要な期間が確保でき
なくなった場合でも、休日が確保できるよう休止に伴って生じ
る経費を精算するなどの措置を講じる。
⇒荒天リスク精算型試行工事
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休日確保の考え方について

国発注の港湾・空港工事において実施している発注者が実施する休日確保のための施策

ウ 社会的要請により供用開始時期が限定されるなど工期の制約が厳しい工事について、工期を延長せ
ずに休日を確保するため、交代勤務制等の実施を通じた建設工事従事者一人ひとりの週休２日（４週
８休）を実施した場合、週休２日や４週８閉所を実施した場合と同様の経費や成績評定を行う等の措置
を講じる。
⇒休日確保評価型試行工事（工期指定）
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休日確保の考え方について(参考）
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週休2日等達成状況（令和元年度及び２年度の実績比較・全体）

週休2日達成工事 4週8休達成工事 4週7休達成工事 4週6休達成工事 4週５休以下工事

全国の休日（現場閉所）確保状況について、令和２年度に週休2日及び４週8休が達成できた工事の割合は約６７％となっており、
令和元年度から増加している。

令和２年度における4週５休以下の工事の割合については、令和元年度よりは減少しているものの約２６％となっている。

４週５休以下となった主な原因は以下の通りである。

荒天による工程の遅れを回復するため休日作業を実施したが、休日の振替ができなかったもの。
資機材の調達に不測の日数を要し、工程を回復するために休日作業を行ったが、 休日の振替ができなかったもの。
前工事の遅延により当該工事の着手が遅れ、工程を回復するために休日作業を行ったが、 休日の振替ができなかったもの。
関連する他工事との工程調整のため、4週8休の枠内での休日の振替ができなかったもの。
当該工事の関係者との調整の結果、休日作業の必要が生じたが、4週8休の枠内での休日の振替ができなかったもの。
深層混合処理工（CDM）施工やケーソン据付等の一定の期間において連続して作業する必要があったもの。
緊急復旧工事であったため、休日作業を実施したが、休日の振替ができなかったもの。

休日確保状況の概要



休日確保の考え方について(参考）

令和元年度 休日確保の実績

週休2日達成工事
43%

4週8休達成工事
18%

4週7休達成工事
3%

4週6休達成工事
4%

4週5休以下工事
32%

週休2日等達成状況（令和元年度実績）

・ 国土交通省港湾局調べ
・ 調査対象は、平成３１年４月１日～令和２年３月３１日までに完了した工事
・ いずれも現場閉所した日を「休日」として取り扱っている。

68 23 40 43 35 37 33 133 59 26 497
うち週休2日達成工事 23 33.8% 10 43.5% 20 50.0% 14 32.6% 15 42.9% 14 37.8% 23 69.7% 92 69.2% 0 0.0% 4 15.4% 215 43.3%

うち4週8休達成工事 5 7.4% 7 30.4% 3 7.5% 4 9.3% 4 11.4% 7 18.9% 7 21.2% 18 13.5% 30 50.8% 5 19.2% 90 18.1%

うち4週7休達成工事 1 1.5% 0 0.0% 1 2.5% 6 14.0% 1 2.9% 1 2.7% 1 3.0% 2 1.5% 1 1.7% 0 0.0% 14 2.8%

うち4週6休達成工事 5 7.4% 0 0.0% 3 7.5% 0 0.0% 1 2.9% 0 0.0% 0 0.0% 3 2.3% 2 3.4% 4 15.4% 18 3.6%

うち4週5休以下工事 34 50.0% 6 26.1% 13 32.5% 19 44.2% 14 40.0% 15 40.5% 2 6.1% 18 13.5% 26 44.1% 13 50.0% 160 32.2%

合計沖総九州中国中部関東

休日確保評価型対象件数（R1ｄ）

北開四国近畿北陸東北
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週休2日等達成状況（令和元年度実績・局別）

週休2日達成工事 4週8休達成工事 4週7休達成工事

4週6休達成工事 4週５休以下工事



休日確保の考え方について(参考）

令和２年度 休日確保の実績

・ 国土交通省港湾局調べ
・ 調査対象は、令和２年４月１日～令和３年３月３１日までに完了した工事
・ いずれも現場閉所した日を「休日」として取り扱っている。

71 36 44 52 39 41 38 144 77 36 578
うち週休2日達成工事 28 39.4% 7 19.4% 30 68.2% 16 30.8% 9 23.1% 13 31.7% 28 73.7% 73 50.7% 1 1.3% 7 19.4% 212 36.7%

うち4週8休達成工事 11 15.5% 14 38.9% 7 15.9% 9 17.3% 5 12.8% 10 24.4% 7 18.4% 46 31.9% 61 79.2% 7 19.4% 177 30.6%

うち4週7休達成工事 2 2.8% 1 2.8% 1 2.3% 0 0.0% 3 7.7% 3 7.3% 0 0.0% 2 1.4% 6 7.8% 0 0.0% 18 3.1%

うち4週6休達成工事 4 5.6% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.8% 1 2.6% 4 9.8% 0 0.0% 6 4.2% 1 1.3% 4 11.1% 22 3.8%

うち4週5休以下工事 26 36.6% 14 38.9% 6 13.6% 25 48.1% 21 53.8% 11 26.8% 3 7.9% 17 11.8% 8 10.4% 18 50.0% 149 25.8%

休日確保評価型対象件数（R2ｄ）

中国 四国 九州 北開 沖総 合計東北 関東 北陸 中部 近畿
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週休2日等達成状況（令和２年度実績）
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週休2日等達成状況（令和２年度実績・局別）

週休2日達成工事 4週8休達成工事 4週7休達成工事

4週6休達成工事 4週５休以下工事
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